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 後期生徒総会  10 月 5 日 

 

 

              

 後期生徒総会   １０月９日（金）６校時に、後期生徒総会を行いました。三密を避け、全

学年で集合せず、You tube live での配信を行いました。２年生を中心とした新しい生徒会の出発式と

いえる会です。新しい世代となり、新型コロナウイルスという心配な状況もある中ですが、できること

は積極的に取り組みたいと考えています。新生徒会役員と、各委員長から後期の活動目標・活動計画に

ついての提案があり、一般生徒の質問に対して、分かり易くしっかり回答していました。生徒一人ひと

りが責任を果たして、充実した生徒会活動にしてくれることに期待しています。 

何ができるか 挑戦する気持ちを持てるか 

葉も色づき始め、すっかり肌寒くなってきた今日この頃。年

末に向けてあわただしい時期に入りました。冬将軍の足音が聞

こえています。 

２学期も新型コロナウイルス感染防止対策のため、多くの行

事に変更が生じました。昼休みも３密を避けるため体育館開放

ができず、生徒の皆さんの鬱積もたまりがちでした。合唱コン

クールは３月実施を目指し、フラワーラインは企画を変更し規

模を縮小、地域防災訓練、職場体験学習、もちつき大会などが

できない年度となりました。地域に愛される学校としては、寂

しい限りです。 

いよいよ１１月に入り、３年生は卒業後の進路に向けて自分

の人生を切り開くために、必死に進む時期が来ました。１・２

年生も、進級を前に、今の自分を振り返る時期に来ました。 

「挑戦」には、「成功」と「失敗」、２つの結果しかないよう

に感じていませんか。ノーベル賞を受賞した山中伸弥教授は、

失敗と挫折を繰り返す中から、夢の再生医療として、今様々な

分野で生かされている「ips 細胞」を発見しました。太陽の塔

を作った岡本太郎は「逃げない、はればれと立ち向かう、それ

が僕のモットーだ。」という言葉を残し、手塚治虫は「人を信

じよ その百倍も自らを信じよ」と言っています。ヘレン・ケ

ラーの「人生はどちらかです。勇気をもって挑むか、棒にふる

か。」という言葉の通り、挑戦をしなければ、何事も進まない

のですね。挑戦には勇気が必要です。勇気をもって、前向きに

取り組むために、できることから始めて自信を付けませんか。

保護者の皆様、見守りお願いいたします。 

 

11 月の主な予定 

1 日（日）区駅伝大会 

2 日（月）生徒会朝礼・進路面談(３) 

新宿 SPP(２)・定期考査２週間前 

3 日（火）文化の日 

4 日（水）進路面談(３) 

フラワーライン（１） 

5 日（木) 進路面談(3 年) 

     ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞｻｯｶｰ（１） 

6 日（水）進路面談(3 年) 

7 日（土）授業日 

東京都教育の日 

９日（月）学校朝礼・安全指導 

進路面談(３) 

12 日（木）避難訓練・民生児童委員

との連絡協議会 15:00~ 

13 日（金）特別時程・数学検定 

16 日（月）～18(水)４時間授業・ 

期末考査 

19 日（木）ﾌﾗﾜｰﾗｲﾝ（２・３・E） 

20 日（金）心臓検診(１) 

21 日（土）授業日 

23 日（月）勤労感謝の日 

24 日（火）特別時程・専門委員会 

26 日（木）・27日（金） 

３年のみ５時間授業 

30 日（月）中央委員会 

教育目標 

★自ら鍛え心身ともに健康な人 

★自ら考え進んで実行する人 

★自ら学び続ける人 

今を輝け！ 西新宿中学校 



 

 

 

 

 

              １年生 伝統文化講座  

  １年生は１６日（金）、東京の伝統文化を学ぶ「ものづくりマイスター」講座がありました。 

講師として東京染小紋「技の名匠」である富田篤さんをお迎えいたしました。着物の着かたから 

始まり、織物と染物の違い、江戸小紋の細やかさや 

精巧さにふれました。 

生徒たちは実際に蚕のまゆを掌に載せて触れ、ここ 

から着物ができることに大変驚いていました。講師の 

お話を熱心に聞きメモを取る姿から、伝統文化に対す 

る興味・関心の高さがうかがえました。 

日本の伝統文化に触れ、学びの多い講座となりまし 

た。 

                 

 

「アルティメット体験」について 

 

１０月１４日（水）、オリンピックパラリンピック体験としてアルティメット体験をしました。 

２，３年生は去年教えてもらったことを生かしながら体験し、１年生は初めて体験することを 

楽しみながら、真剣に取り組んでいました。アルティメットの競技の最大の特色は、審判がおら 

ず自分たちでルールを判断しなければならないということです。他の競技には見られない、競技 

している自分が審判をするという状態に戸惑いながらも、「自主性」を大切にすることや、「コミュ 

ニケーションと思いやり」が大切だと感じている生徒が多くみられました。 

今回アルティメット体験を通して学んだことを、日常の生活でも生かしてほしいと思っています。 

 

 また、１０月１３日（火）から１５日（木）まで、学校公開を行いましたので、校庭で競技に 

打ち込む生徒の姿をご覧になる保護者の方も多くいらっしゃいました。 

 アルティメットの語源は英語の「究極（ultimate）」で、投げる・走る・跳ぶといったさまざま 

な能力が必要な究極のスポーツであるということから名付けられました。今後、２０２４年のオ 

リンピック競技の追加種目入りを目指している競技です。本校では、運動会でフライングディスク 

競技を行っております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   


